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菅
  根
  幸
  裕
　　
  菅
  谷
  祐
  輔
要旨　
近世における六十六部廻国聖に着目し、宝暦年間全国を行脚した安房国長狭郡平塚村（千葉県鴨川市）の高梨吉
左衛門の日記から、巡拝の実態を探ろうというものである。この聖は、全国をおよそ三年間かけて廻ったが、日記には具体的な泊所・報謝の様子がわかり貴重である。今回は紙数の関係から原文の紹介に留まるが、詳細な分析について 稿を改めて行いたいと考えている。キーワード　
勧化
　
巡礼
　
六十六部廻国聖
　
庶民信仰
はじめに
                                                                  
　
六十六部廻国聖とは、一般に六部と略称され、人々の喜捨を受けながら日本の旧六十六十六カ国を廻り、それぞ
れの有力社寺に法華経を奉納する民間宗教者であっ 。こうした六十六部廻国聖（以下六部と略）は、中世以来かなり多く存在したことが金石文等でわかっているが、その廻国の実態は不可解な部分が多かった。
 近年、六部に
関する総合的研究を行っている小嶋博巳氏によって、 近世 六部 が なり明らかになっている。
⑴
 小嶋氏は、
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六十六部に関するまとまった史料として、第一に中世後期に属する経塚とそこからの出土品である経筒、第二に近世の廻国供養塔、第三に納経帳の三点をあげており、この指摘は的確と考える。し し筆者は、六部の廻国の実態をさらに明確にするには、六部とそれらを受け入れた人々と 接点を示す史料、すなわち、六部自身が携えた廻国日記が有効であると考える。こうした日記については現在までに、栗林文夫氏が、文禄三年（一五九四）廻国を開始した薩摩国の堀之内日限坊 ついて紹介しているのを じめ
⑵
 鈴
木
宗
朔
氏
が、
宝
永
七
年（
一
七
〇
六
）
か
ら
二
年
間廻国 紀伊 中山作太夫についての研究がある。
⑶
 また、著名なところでは、厳密には六部ではないが、
文
化～文政年間に全国を行脚した野田泉光院の『日本九峰修行日記』があり、多くの研究者 分析を行っている。
⑷
高梨吉左衛門及び平塚村について　
千葉県南房総市の石造物研究者早川正司氏から、千葉県鴨川市平塚の高梨良雄家に六部の記録があると教えてい
ただいたのは、二〇一七 二月の事であった。早川氏と菅根及び前述した小嶋博巳氏と同家を訪れ、近世中期六部として全国を行脚した高梨吉左衛門に関する資料を調査した。その結果、吉左衛門の廻国納経帳七冊とその際の日記と思われる二六枚の状物が確認された。そ 他、吉左衛門が背負っていたと伝えられる笈及びそれに収められていた如意輪観音像、巡錫先で配布したと思われる札の版木、廻国の際発給され 往来手形などが伝わっていることがわかった。この時の調査では小嶋氏が納経帳を菅根幸裕が日記の撮影を担当した。今回紹介するのはこの日記である。現在はばらばらの状物になっている 、それぞれに綴じ穴が二か所ずつ確認され 。従って特に表紙が付してあるわけではなかったが、 小嶋氏の納経帳の分析結果を参照し、 廻国にあ っ 記であ ことが判明した。 （以下日記と記す）日記の撮影は便宜上一番上の紙から順番に行った。その写真をもとに 主に菅谷祐輔がとりあえずこの順番に解読を行 、後に編年順に直したも が本稿である。一方小嶋氏は撮影した納経帳をエクセルデータに
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まとめたが、それによると、高梨吉左衛門は、宝暦二年（一七五二）の二月に地元の高蔵山不動に参り、二月十九日に清澄寺（鴨川市）から巡錫を始め、宝暦五年の五月に武蔵国高尾山で突如終了している。一方日記は宝暦三年五月十八日の日向国毘沙門堂を出立するところから始まり、大隅に入り九州を肥後・筑後と北上して山陰地方に入り越前から近江・美濃に入り越年、翌宝暦四年飛騨 再び白山経由で北陸に入り日本海沿岸を 、鳥海山から陸奥国に入り、南下して常陸・下総・上総を経て平塚村に十二月四日に帰村している。翌宝暦五年 三月十六日再び出発して内房沿いに陸路を江戸に向かい、日光街道を北上して下野へ入り、上野・信濃へと向かう。そして四月二八日上諏訪明神にて廻国を終えるとしており 以下の記述がある。 「所願成就、 皆令満足、 六親眷属七世父母乃至、法界平等利益（両社 水海有）宝暦二壬申正月国納メ、三月五日出立、同年乙亥四月廿八日信 上ノ諏訪明神様ニ而納経仕舞候、六十才切リ成就仕者也」 。すなわち、宝暦二年（一七五二）正 に安房国の札打を始め、三月 日に六部廻国に出立したが、約三年の後信濃国上諏訪明神で終了するというものである。この時吉左衛門は六十歳なったとしており、当初から六十歳を目途 廻 していたものと考えられる。そ 後日記は、甲斐から相模に入ったところで急に途切れている。納経帳の方も諏訪明神の後甲斐の大善寺と武蔵の高尾山があるだけでこち も途切れている。廻国が満行したので、以後は記録する必要も納経の意志もなくなった であろうか ところ 、納経帳は寛永寺・増上寺の朱印を先頭に綴り直 ある。この廻 将軍菩提寺からの朱印をいただい いる とで権威付けを意図したものであろうか。 納経帳は宝暦二年 （一七五二） 二月から始まっているが、 日記は 三 （一七五三）五月十八日からの部分しか伝わっていな 。よって、東 道から関西・山陽地方 ら九州にいたる約一 と三か月分が欠如していることに る。また、高梨家には、吉左衛門が六部廻国の成就を記念して 供養塔 伝わっている。碑面には「宝暦五乙亥年十月吉日」とあり 五月六日に甲斐から相模を超えて このころまでには帰村して建立したものであろう。問題は「平塚村願主高梨吉左衛門立之
　
同行覚心」と彫られていることである。この覚
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心は日記の中には一回も登場しないことから共に廻国していたとは考えにくいが、その立場が気になるところである。高梨家過去帳 「天明二壬寅（一七八二）正月四日
　
大案丹山禅定門
　
六部吉左衛門事
　
八十五才」とあり、
特別に「六部」と記入されていることが注目される。また高梨家墓地には、吉左衛門の墓と伝えられる大日如来石像が、 特別に築かれた塚の上に立てられてあり、 この塚は吉左衛門の偉業を讃えて平塚村近辺の村人が土を持ち寄って作成したと伝えられている。このように、吉左衛門は全国を踏破した聖として、人々から特別な尊敬を集めていたのであろう。　
以下、吉左衛門の居宅のあった平塚村を簡単に紹介しておく。安房国長狭郡平塚村（鴨川市平塚）は、長狭郡の
西端にあたり、村のほとんどが山がちで起伏に富んだ地形である。近世初期には里見氏の直轄地であったが、慶長一九年（一六一四）の里見氏改易後は幕府直轄地、元和八年（一六二二）に内藤清政が三万石の大名として勝山に入部したとき、平塚村はその領分となった。延宝五年（一六七七）内藤氏が下野国 所領 移されると、再び幕府直轄地となり、文政五年（一八二二）新たに佐貫藩阿部家 領分が加えられた。天保一三年（一八四二）には旗本平岡氏・旗本太田氏 代わっている。これに加え、近世初頭から大山寺の寺領が一貫して存在しており、この支配体制で幕末を迎える。石高は江戸時代を通じて、 八七石六斗（うち二九六石 無地高 であるが、内四二 九斗は大山寺の寺領であっ ちなみに、 高梨家には 吉左衛門が六十六部廻国にあた 発行された宝暦二年 （一七五二）一月の往来手形があり、それによれば、高梨家 菩提寺は隣村奈良林村の真言宗三島寺であった。
　
　
今回は、紙数の制限により、日記の本文のみの紹介に留まらざるを得なかった。日記の記述の中には興味深いも
のも多い。例えば、美濃を廻っていた宝暦三年（一七五三）十一月の八日からは八日間同じ村に滞在して、他の六部の供養に参列している。小栗栖健治がいわゆる「六儒六部大願行列絵巻 存在を紹介してから、 わゆる六部の全国的な組織の存在が問題となっている
⑸
。吉左衛門の他の六部との交渉の存在も検討する必要があろう。その
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他、吉左衛門が各地でどのような報謝を受けどのような所に泊まったかなども丁寧に記載されている。こうした内容の詳細な分析、納経帳との対比、全国各地の廻国日記との比較検討などは近日別稿行うこととした 。⑴
　
小嶋博巳「六十六部に関する二、 三の覚書」 （ 『生活文化研究所所報』１
　
ノートルダム清心女子大学
　
一九八七年）他
⑵
　
栗林文夫「 「廻国通道日記」について」 （ 『黎明館調査研究報告』第二六集
　
鹿児島県歴史資料センター黎明館
　
二〇一四年）
⑴
　
鈴木宗朔「修験者中山作太夫「廻国修行日記」 」 （ 『くちくまの』七四・七五号
　
一九八八年）及び同氏「六十六部中山作太夫
の廻国修行日記」 （巡礼論集２『六十六部廻国巡礼の諸相』
　
巡礼研究会編
　
岩田書院
　
二〇〇三年）
⑷
　
例えば石川英輔『大江戸泉光院旅日記』 （講談社
　
一九九七年）等
⑸
　
小栗栖健治「六十六部 願行列絵巻について （ 『兵庫県立歴史博物館紀要
　
塵海』９号
　
一九九六年）同「六十六部を描く
行列絵巻―そ 解釈における一試論」
　
前掲註３『六十六部廻国巡礼の諸相
　
所収』 、菅根幸裕「定住した聖たちー近世聖の本
末とネットワーク」 （ 『年報
　
月曜ゼミナール』第５号
　
二〇一三年）他
写真 1　吉左衛門廻国奉納札
写真 2　吉左衛門廻国供養塔
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 例
文字の使用については、次により表記した。　
１
　
常用漢字に該当する文字が無い場合は、原史料に従うこととしたが、通常使用されている略字は使用した。
　
２
　
異体字は原則として、常用漢字に改めた。
　
３
　
人名・地名等の表記は原史料に従うこととした。
　
４
　
片仮名なそのままとし、変体仮名は原則として平仮名に改めた。
　
５
　
合字の
ゟ
（より）〆（しめ）はそのままとし、
　
　
６
　
々などの繰返し記号はそのまま使用した。
　
７
　
表敬の欠字は一字あけた。平出・台頭は二字あけ、同行に記した。
　
８
　
一般に慣用されていた頻度の高い次のような文 については、そのまま表記した。
　
９
　
客観的な歴史研究に資し、封建支配の正確な認識をはかるため、当時 職業や身分等に関する用語も歴史上の 語として
採録した。これは史実を正しく認識し、 職業・身分等の問題に対する理解を深め、 すべての差別の解消を念願するためである
。
日記本文  宝暦三年（一七五三） （五月）十八日日向国毘沙門堂出、川有リ、阿屋町川有リ二リ坂、峠中ニ片瀬村
・
神屋村ニ松平薩摩守御番所證文
・
路銀渡申候、問屋善助泊リ十弐文木銭送リ附、富永次左衛門迄ハ待、野尻町二リ半、椽手川渡 坂有リ、高原村二リ半、大右衛門殿泊リ、十九日 、廿日野地右雰嶋御池有リ、新川村五リ、七右衛門殿泊リ、廿一日雰嶋納、大久保村忠右衛門殿是迠四リ野地、大雨フル、四リ半、廿二日大雨フル休足、弐十四文 廿三日清水町二リ半、国
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分寺壱リ、一ノ宮正八幡壱リ、惣左衛門殿泊リ十弐文、雨フル、廿四日大雨フル、八幡納メ、濱町・大隅国姶羅郡忠佐名屋町清右衛門殿泊リ三リ、廿五日舟渡し川有リ、シケ冨村問屋壱リ、廿六日鹿児嶋坂大雨かミなりライデン、鹿児嶋松平薩摩守七拾五万石、問屋木塩安右衛門殿泊リ、是迠五リ、重富村
ゟ壱リ、白金坂城下南ニ桜嶋有リ、廿
七野地也、伊住院村久治郎殿泊リ 是迠四リ半なり、廿八日市来野濱問屋六左衛門三リ、串木野村庄助殿泊リ、伊住院
ゟ壱リ行、カウライ人住宅也、廿九日大雨ニ而休足、六月小きの子酉朔日、天気能、西田町大川舟渡し、水引
町・新田八幡・国分寺納メ、瀧ノ町甚左衛門殿泊リ リ半、二ハ
（半夏生カ）
ンゲセウ、西方村太郎左衛門殿泊リ三リ、三日安
久根 林助殿泊リ十弐文雨フル四リ、四日大雨フル 野田町・高野尾町六右衛門殿泊リ四リ十弐文 五日大雨フル和泉町大橋有リ、米ノ津町・沼野原御番所、紙屋口御番所
ゟ二拾六里、五月十八日ニ入、六月五日出ル、十六日也、
二日大雨フル、薩摩・肥後境 切リ通シ村久兵衛殿泊リ、六日肥後国神野川村清九郎殿、七日雨フ 遠
（逗カ）
留、八日袋
村・ミナマタ町川 三リ坂、総木村芝右衛門四リ、九日ツナギ太郎坂壱リ、加古井村萩右衛門殿泊リ、センタク、湯町名湯有リ、十日湯治坂・佐敷町傳右衛門・ 左 ・弥五右衛門千香三把 外ニ壱人ワランジ壱足 サシキ坂越シ、田浦酒屋三文、赤松峠・二見村勘右衛門殿泊リ、是迠五 君が渕坂・鳩坂・ひなご町湯有リ、舟渡し川二ツ有、八ツ代、十一日大かミなり五ツ落ル 三万石永岡帯刀殿細川越中守家老也、横手村鍛冶や弥五右衛門殿泊リ四リ、十二日かミなり雨フル、吉本村當山大福陀様泊 、丸ホウシヤ、十三日小川町油屋ワランジ、松橋町金兵衛殿昼食、三拾丁村薬師堂泊 是迠四リ、十四日アタリ町川舟渡し 熊本細川越中守五十万石 国分寺納メ、今村宇平次泊リ 十五日白川舟渡し、塔之作 太左衛門殿泊リ、爰元笈ヲ置 是迠五 、十六日大津町坂峠、坂本マト石舟渡し、坊中町加右衛門泊リ六リ 十七 辰巳大風、阿蘇山参詣仕候、上リ六十 丁 下リ一ノ宮迠二リ半、納メ申候、知行千石小（
虫
欠
）村加右衛門殿泊リ、十八日大風二重峠茶屋磯次郎殿泊リ二リ半、十九日土用入、大津・
塔之作太左衛門 へ帰ル 一宿仕候、廿日 當村吉左衛門殿泊 、廿一日今村川舟渡し 隈府町・邊田村惣
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兵衛殿泊リ五リ、廿二日新町・山峨湯町兵七殿千香ホウシヤ、川有リ、鍋田村・岩村・平野村善次郎殿泊リ、三リ半、廿三日南関前川有リ、湯屋村、日
（肥カ）
後国・
築（筑カ）
後国境也、熊本
ゟ是迠十壱リ八丁廿間、其
ゟ小萩村八郎兵衛殿泊リ、
廿四日柳川拾弐万石立花左近将監知行 御水押間前川舟渡し、上妻郡坂泉寺村孫兵衛殿泊リ三リ半、廿五日高良山三リ、本堂十五丁、久留米弐拾五万石アリマ源
（ママ）
波守下川舟渡し、築
（筑カ）
後・肥前国境也、美根郡豆津村形右衛門殿泊リ
五リ、千栗八幡納経、太手町仁左衛門殿笈ヲ置、神崎 ・島村宗右衛門殿泊リ五リ、廿七日國分寺納経仕候、タデ町ヘ帰ル 祇園堂泊リ リ 佐
我（ママ）
城松平丹後守三十五万七千石、長崎
迠
弐十八リ、廿八日雨フル、轟町佐賀領・
津（ママ）
嶋領境也、瓜生町源兵衛殿泊リ、廿九日田代町宗津
（ママ）
嶋守御代官所有リ、原田町利右衛門泊リ、是迠二リ半、七月
大甲寅、右ニ宝満山 五坊有リ、左ニ天拝山見ル 肥前国三笠郡、最
（ママ）
府天満宮ニ納経、國分寺打、川原田村与平次
殿泊リ三リ半、二日筑前国羽
（ママ）
形浦町長サ百八丁有リ、福岡城五十五万石松平筑前守、箱崎八幡納経也、松崎村弥右
衛門 、三日香椎明神・青柳町・筵ノ内村正観音堂ニ泊リ、酒屋四郎右衛門殿振舞候、四日大雨
振（ママ）
逗留、大根川
ト云弘法大師祭リタマウ、五日片瀬町・赤間町・鞍手郡永谷村紺 彦右衛門殿泊リ、是迠五リ、六日植木町川舟渡し、二ツ有小屋ノ瀬町・墨崎町彦六泊リ木銭 文五リ半、七日新生田村筑前・豊前境也 小倉町三リ、小笠原左近将監十五万石、岩田屋銭四十文大墨屋ワランジ壱足 長門國赤間関迠三リ、運賃四十文、下ノ関観音崎江戸屋吉兵衛泊リ、八日大坪村与三左衛門殿衣・米置候、宿へ帰ル 九州七十八日ニ赤間関江渡ル 九日先宅十日雨フル逗留、十一日出立 平四郎ワランジ壱足、一ノ宮油屋佐助殿ワランジ壱足ホウシヤ 松浦 次兵衛 大坪村与惣左衛門殿椀ヲ置、五十文出シ人ヲタノミ取ヨセ申候、十二 十 尾津村左ニワカル石州道、田部村市之丞 泊三リ、十四日豊田郡長野村孫左衛門殿泊 二リ、十 豊田郡長熊寺 吉左衛門殿泊リ壱 十六日地吉村仁兵衛殿泊リ二リ、十七日大津郡俵山村福山三郎 十六文ホウシヤ、大念寺納メ 前町入湯有 万吉殿泊リ三リ、十八日三隅宗藤村弟松殿泊 リ、五日阿武郡玉井村七左衛門殿泊リ十六文二 萩城松平大膳
大（マ）
補守
三拾
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菅根
　
菅谷
九
万九千四百石、一方海二方大川有、是
ゟ右国境迠十リ峠コシ、墨川村福井村糀屋吉左衛門殿泊リ三リ半十リ、廿一
日大山村幸左衛門殿泊リ二リ、廿二日生雲村紺屋市左衛門殿泊リ、是
迠
二リ生雲村西村小左衛門殿ワランジ壱足、
廿三 地福 庄屋蔦左衛門殿泊リ壱リ半、廿四日大雨降、地福村酒屋阿川七左衛殿泊リ、廿五日戸草川弥兵衛殿泊リ三リ、長州・石州堺御番所、廿六日石見国津和城町亀井城四万石松平石見守、宿谷村半七郎殿泊リ、是迠三リ津和ノ本町海老屋十兵衛ワランジ・長州弥兵衛ワランジ、廿七日柳村・青原町川渡し 寺ヶ市村庄兵衛殿泊り三リ、横田川舟渡し、町リ引舟有リ、大坂越、高津柿本大明神舟渡し、廿八日納経也、吉田村喜兵衛殿泊リ三リ半、廿九日増田町 有リ、六月廿八日大雨降、人馬家流ル之数ヲ不知 藤田村・次田村・木部村壱リ坂、土田村忠右衛門殿泊リ三リ、晦日松原〔
虫
欠
〕隅湊町吉次郎殿ワランジ、川舟渡リ、鍛冶や長右衛門殿泊リ二リ、八月小甲申朔日、
鍛冶殿休足、爰入坊、坊振舞預リ候、二日平原村四郎七殿泊リ壱リ、三日大麻山納経、廿五丁坂、大川有リ、頂村久保田氏善太郎殿泊リ二 半 四日天気長濱町宝道寺真言宗 舎
（ママ）
利濱有リ、濱田五万石松平周防守城下、山海川城
也、下コウ村重左衛門殿泊リ天気 リ、五 、二 十日子日、天気北風 国分寺脇 利右 泊リ三リ、六日江津濱横八丁川渡し五文、爰ハ天野助次郎代官所、塩田村皆々磯部也 墨松濱久三郎殿泊リ四リ 七日複光通 西田村桔梗や茂七郎殿泊リ二 半 八日ゴウ口坂壱リ有リ 銀山町・大森町・粟村・エキツ子村善七郎殿泊リ、是迄四 、九日川井一ノ宮太田八幡納経、岐根村平右衛門殿泊 三リ、五十四丁坂、嶋津谷村石州・雲州境也、田木村・小田村惣次郎殿泊リ、十日晩三リ半、十一日ユ村二十八丁其
ゟ三リ濱、大川舟渡し、中新地田新屋勘兵衛殿泊リ、大社
迄十二丁隠岐国焼火権現納申候、四リ、十二 立川附 雨 鶴濱・日ノ御崎大明神納申候、是迄二リ半 十三 今市町・日野川上リ、上野郡上ノ郷村甚十郎殿泊リ、三十六丁道四 、十四日一ノ宮納経、大川 瀬渡リ、里方村・大原郡下座瀬村庄屋与次兵衛殿指図弥陀堂順教坊殿泊リ 是迄 、十五日休足 十六日下郷 玉作町中ニ湯屋有リ、湯町孫右衛門殿泊リ、十五文・三リ半、十七日意宇郡松江城拾八 石松平出羽守、本 樋屋油ホウシヤ 東
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津田村浅野伊助殿泊リ、是迄三リ、十八日伊座岐迄壱リ、伊左名木迄十八丁、国分寺十八丁、大川舟渡し、阿嶽村喜兵衛殿二リ半、十九日湯野町伊兵衛殿ワランジ、南大風吹 新嶋村郡奉行ト倉殿白米五合・飯嶋村孫助殿泊リ三リ、廿日川有リ、鶴南町・木津佐村雲州・伯耆国境也 印田村御番所・与
（米子カ）
名古町壱万五千石新尾但馬様、大川舟渡
シ、弐本木村善五郎泊リ四リ、廿一日大山寺知明権現納経、八郎右衛門殿十六文、是迄四リ、廿二日下リ西徳田村庄吉殿泊リ三リ、廿三八橋郡野津村長兵衛殿泊 三リ、但シ四十 丁道 廿四日恭崎町・八橋町未
ゟ左国分寺・久
米郡今在村与左衛門殿泊 四リ 廿五 雨降休足、廿六彼岸ニ入 国分寺納 大川有リ、倉吉村油屋源左衛門弐勺五才、稲嶋角右衛門殿十文ホウシヤ 亀田屋半左衛門殿十文ホウシヤ 千
（ママ）
香ホウシヤ、大川舟渡し、川村郡伊儀村
三郎右衛門殿泊リ 廿七日小鹿谷一ノ宮納、松崎町・国村善兵衛殿泊リ、二リ上方村・小濱 、伯州 因州ノ境、永和瀬村川有リ、二日磯部也、大川有リ、法木町中
ゟ左リ、ケ
（気力）
田郡崎ノ津村幸吉殿泊リ三リ半、廿九日彼岸中日雨
フリ休足、十次郎殿昼御済、九月 ミツのと丑 天気、法美郡取
（ママ）
鳥城下前大川舟渡し、三拾弐万五千石松平播磨守、
立川町丹波屋七兵 殿
千（ママ）
香、 寅屋市兵衛殿同断、 坊垣村御侍左平太様泊リ四リ、二日一ノ宮国分寺納経也、廣西村・
楠城村三哲老殿泊リ、三日十王峠壱 坂 銀山村・新井村伊兵衛殿泊リ二リ、四日女峠壱リ坂、因州 但州境 二方郡千谷 ・竹田村平兵衛殿泊リ弐 半、五 湯村入湯仕候、谷上リ八丁坂、春木村・入江村政右衛門殿泊リ三リ十五丁、六日村岡城下七千石山名因幡守、作山村妙現山納、二 上 下 弥三郎殿泊リ四リ、七日二リ下 観音寺村、国分寺札打、當村庄屋文右衛門 三リ 八日四枚町右ニ見ル、一ノ宮下川有 壱 前ケ田川舟渡し、出石五万八千石仙石越前守城下有 十八丁坂越、中寺・差塚 庄屋六右衛門殿泊リ四リ 九日屋祢村・出合村右ハ橋渡リ京道、左ハ丹後道、出石郡中山村源太夫殿泊リ三リ 右十日冨士森 峠有 、但州・丹州有 四ツ辻 、右ニ梅替村、大江山見る四座郡下山 宗 四 十一 弓野木村・岩竹村 国分寺納 中村笈ヲ置十八丁坂、西国廿八番成相寺打下リ 一ノ宮納、壱リ海中ニ
幷松有リ、中程ニ橋立ノ明神磯清水トテ名水有リ、其
ゟ切
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一一
戸之文殊参詣、十丁程行、龍焼松有リ、宮津町四万八千石青木大膳之助城下有、波瀬村徳右衛門殿泊リ五リ、十二日休足、壱リ坂、軍田村八坂八濱（
虫
欠
）由来ノ濱前ニ
三（ママ）
庄
太夫首切ノ松有、石浦村新左衛門殿泊リ三リ、十四日
センタク、十五日三
（ママ）
庄太夫屋敷右リ、左リ川中むミの嶋有リ、二十丁上リ和江村大川舟渡リ、波田人渡メ細工四五
軒也、中村町坂有リ、海邊出ル、田邊三万五千石牧野豊前守城下富士屋太兵衛殿昼飯、清道村坂有リ、濱野村与三左衛門泊リ五リ、十六日市場村三十丁上リ、道中
ゟ左へ十二丁坂、丹後松尾寺十二丁行丹後・若狭境也、坂下リ小
和田村、大飯郡三ツ松村又兵衛殿泊リ四リ、十七高濱村・岡田村忠右衛門殿泊り二リ半、本郷村、十八日本所中村源右衛門殿泊リ壱リ半、十九日瀬村前ニ坂先ニ 百神納経、小濱十二万石酒井讃岐守城下三左衛門殿ワランジ中食、二リ一ノ宮納メ 、當村絹屋五左衛門殿泊リ、廿日国分寺納メ、日笠村右ハ京道、左ハ川渡リ越前 、安賀里村平右衛門殿泊リ二リ半、廿一日坂有 倉見村・野戸野村・相田村・三方郡北前川村義兵衛殿泊リ二 半、浄圓千（ママ）
香、三方村・大薮村茂右衛門殿廿二泊リ、二日雨降ル、廿三日佐柿村・坂究村濱出ル、追田村少々峠、若州越
前国境、関村佐次兵 殿泊リ三リ、廿四日休足、廿五日金山村・鶴ヵ町一ノ宮納メ、長沢村・三ノ口村三郎四郎殿泊リ、廿六日敦賀郡引田村御番所泊 壱リ 廿七 曽木村・麻生 是
ゟ右行新道村、爰ニ大問屋・西村孫兵衛殿
二リ、越前・江州境也 沓掛 ・修福寺村与助殿泊リ壱リ半、廿八日余村・中村・野坂村吉次郎殿泊リ壱リ 廿九日祝山村・権現坂峠・川沼村・伊賀古郡江土 忠兵衛殿泊 壱リ 月大午朔日、雨降逗留仕候、二日忠兵衛殿ワシン木ノ本地蔵、熊野村坂有リ、形山村ヲ野へ村仁
船七十文
兵衛殿二丁舟乗リ五十丁海路有リ、竹生嶋西国札三日ニ打納申
候、四日休、五日早見村・尾谷 忠右衛門 、十五文三リ 佐野村・柳田村重大夫殿泊 三リ 六日水條町・伊吹モグサ名物山左リニ見ル、坂田郡藤川村八郎右衛門殿銭百文被下候 江州・美濃国境也、玉村・関ケ原与十郎殿泊リ十弐文・三リ、七日野神 ・タルイ 大川有 右ハ江戸道・左ハ木曽道 青 大
（ママ）
墓宿也、赤坂
村弥市殿泊リ三 、八日休候 九日ロク大川舟渡し、メイジノ宿善助 日大 六部殿休候、十一 同断、
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一二
十二日石子見郡池上村定蔵殿泊リ三リ、十三日川舟渡リ、
岐（岐阜）
府
町・野敷新田油屋宗兵衛殿泊リ二リ、十四日休ミ、
十五日悪田見村甚右衛門殿泊リ、十六日センタク、ビクニ殿ぬのに綿入、十七日槙川舟渡リ賀之村与惣次郎殿泊リ壱リ、十八日福留 久 九 同村内医者玄仙様泊リ、廿日溝口村圓次郎殿泊リ、廿一日川舟渡し、側嶋村・戸田村利右衛門殿泊リ、廿二日川舟渡し 千足村・植野弥兵衛殿泊リ、廿三日休、廿四日廣見村太吉殿泊リ、廿五日雨降休、廿六日高野村紙屋次郎八殿札紙三十枚ホウシャ、八幡村重三郎殿泊リ、廿七日當村久七郎殿泊リ、廿八日休足 廿九 當村庄兵衛殿泊リ、晦日雪降休、 一月大ミツのと祢朔日、小知野村傅吉 二リ、八幡村山口甚右衛門殿泊リ、三 休、四日大矢田村孫市 、五日上有知村本願寺鐘供養有リ、松森 比丘尼寺泊リ、六日下有知村佐兵 殿泊リ、七 當村重吉殿泊リ、八 生櫛村久五郎殿泊リ、九日雨降休、庚申也、十 側嶋村六部供養ニ参リ候、十六日側嶋村出立、白金村久七郎其泊リ、十七日関村大門与蔵殿泊 ・十六文宿 雨降 十八休、十九日賀茂郡東田原村源次郎殿泊リ 廿 大雪フル休 廿一日・廿二日・廿三日・廿四日・ 五日市橋 弥兵衛殿泊リ、二宿也、廿六日今和泉村助蔵殿泊リ、廿七 蛟屋 半三郎 泊リ 廿八日蜂屋村居部五兵衛殿泊リ、廿九日同断、晦日大中院 洞 惣次郎 十二月小ミツのと午朔日、上蜂屋村又兵衛殿泊リ、二日上野屋・大洞村善蔵殿泊リ 三 加茂郡山ノ上村・西洞村佐次右衛門殿泊リ、四日同村ノ内三右衛門殿泊リ、五日・六日同ワランジ弐足、六日山ノ上金屋村市三郎殿泊リ、七日同村平助殿泊リ、八日鹿塩村新八殿泊リ、九 神坂 久吉殿泊リ十日丑巻村仁兵 十三小寒入 市橋 義助殿泊リ 十四 同村吉助 五 天気能、吉助 御袋単物仕立モライ候、十五 米田原村甚蔵殿泊リ、十六日同村大通寺様泊リ、十七 同断 十 日當村忠助 源兵衛殿センタク、貞如様布
ワタ
入、十九日天気吉、源兵衛殿泊リ、廿日同断、廿一日當村源次郎泊リ、廿二日関村・辻
町塩屋四郎左衛門殿白米三合・銭十弐文ホウシヤ 小瀬 幸 六日武儀郡八幡 甚右衛門殿泊リ 廿七日庄屋助蔵殿年宿参り候、廿九 天気吉、紙スキ所、
　
宝暦四歳甲戌正月朔日、亥丸三百八十四日、美濃国武儀
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一三
郡八幡村庄や助蔵殿年宿、江戸芝金杉弐町目大和屋新兵衛同宿也生年弐拾九才、我等ハ五拾九才也、雪フル、二日雪フル、四日雪降、五日雪降 六日夜ニ雪フル、七日雪フル、八日・九日・十日庚申、十一日年宿出立仕候、同村山口甚右衛門殿泊リ、十二 伊勢大神宮参詣、山縣郡長良村作次郎殿泊リ、十三日羽栗郡不破 色村出見世平八郎殿泊リ、十四日大風吹節分也、小薮村左兵衛殿泊リ、十五日勢州桑名郡上野郷村久右衛門殿泊リ、十六日柿村彦兵衛殿泊リ、十六文、十七日雨天同断、十八日川曲郡高巻村八兵衛殿泊リ、笈ヲ置参リ、十 日津町圓
（ママ）
摩堂泊リ、廿
日井塩村忠兵衛殿泊リ 廿一 宮廻り、公方様御代 、忠兵衛殿泊リ、廿二日蝗津村太兵衛殿泊リ 廿三日高岡村八兵衛殿泊リ、廿四日直村久左衛門殿泊リ 廿五日東入上村庄屋次郎九郎殿泊リ 廿六日美濃国外濱村長右衛門殿泊リ、廿七日古薮村左兵衛殿泊リ、廿八日風ヲ引逗留仕候、天気廿九日雨降休候、晦 フアイ敷村平八郎殿泊リ、二月大朔日巳、雪降、長良村作次郎殿泊リ、二日雪降、跡部村森氏喜平殿泊リ、三日センタク仕候 四日休、五日武儀郡八幡村山口氏甚右衛門殿泊リ、六日休、七日センタク 八日同断 跡部村喜兵衛殿、九日同宿 八幡村甚右衛門殿泊リ、十一日出立仕候、庄屋助蔵泊リ 十三日休 十四日武儀郡岩佐村吉田氏弥兵衛殿泊リ、十五日同断、十六日同断 十 畑野 田四兵 殿泊リ、十八日同断、十九 休 夜ニ入大雨降 日休、廿一日富永・相原村・水シナ村・佐の村・武儀郡舟越村孫七郎 紙スキ所 廿二 洞戸村・中ノ瀬 久次郎 泊リ、廿三日薬師庵タイ善様泊リ、廿四日休足 廿五日タイ善様
千（ママ）
香七把・札紙壱状被下候、巻川有リ、上村弁才天名
所有リ、蕨生村茂兵衛殿泊リ、廿五 長瀬 甚平 廿六日橋村金則童子 飛騨近内大工立のふ宮納経仕候洲原権現納 當村曹渓寺様泊リ、廿七日同断、夜ニ入雪降 晦日民部太夫様
ゟ真番之文傳受也、壬二月小亥朔日天
気吉、洲原曹渓寺様五晩泊リ、出立 銭 文・紙壱状被下 木
コンノウ
尾村番所有リ、吉郎次殿泊リ、彼岸入、二日雨降、
夜ニ入大雨、三日大雨降泊リ、四日中日 半在村 比根村・ 田 藤助 五 大川舟渡し、福の村、苅安村真福寺様泊リ、六日三日市村・桐戸村・梅原村新左 第 ・干尾 ・小組村・中野村長七郎殿泊リ 七 大雨降
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逗留仕候、左、福ヶ嶽見ル、八日郡上八幡三万八千石金森兵部様、八幡
ゟ上有智町八リ、是
ゟ桑名町十八リ、是
ゟ
大神宮様へ十八リ 郡上鶴佐村新平殿泊リ、九日鶴佐村新平殿笈ヲ置 飛騨国納経ニ参り候、府道村・石原村・吉田村・下津原村・神谷村・大久角 掛橋有リ、二間中村原氏庄左衛門様泊リ、十日畑作村・漆原村・鎌部村・坂本村川渡ル、兵部様之御番所八丁余坂上リ、美濃国六リ峠飛騨国下リ坂、岩三尺余有リ、天下之御番所有、是迄壱リ大野郡也、往来御改也、楢
ナラ
谷村与三郎殿泊リ、十一日龍ヶ峯、是ハ聖徳太子日本ノ御廻リ候時、龍馬御召ニ被遊候
龍馬ノ足跡石ニ有リ、雪ハ五尺余 中野村・阿祖村本願寺有リ、坂有リ、東へ行、三ツ谷村橋渡リ、福寄村甚九郎殿泊、十二日壱本橋渡 ウヅメ村・高山町天下御代官五万石 芝村藤右衛門様役所迄美濃境
ゟ十里半、町
ゟ一ノ
宮迄弐リ 是
ゟケサ山迄弐リ、大橋前右金屋新七殿ワランジ壱足、川原町彦兵衛殿泊リ、廿四文宿、十三日三福寺
村・岩野村芝原有リ、保木村掛橋有リ 新井張村是
ゟ坂有リ、町
ゟ袈裟山迄ニ内八丁坂、本尊千手観音様、其
ゟ帰
リ代官所
ゟ印形請取申候、新宮村・立岩村・福寄村甚九郎泊リ、十四日大雨降休足、十五日三ツ谷村・坂村坂有リ、
安路村・中野村龍ヶ峯・桑間谷・大原村御番所、高山城下
ゟ是迄拾リ、當村庄吉殿泊リ、峠道壱リ帰リ、三ノ番所
迄十八丁、飛州八日ニ仕舞候、小法木 喜十郎殿朝食ホウシヤ、二間戸村庄左衛門様泊リ、十七日鶴佐村新平殿帰ル、十八日雨降逗留也、十九日新平殿出立、兵部様城下通り大橋渡リ、五丁 ・大瀬古村・口勘次村、加遍 与惣兵衛殿泊リ、廿日釼 中津屋権三郎、廿一日大嶋村・白鳥村大川有リ、橋なし カチ渡リ、長瀧寺納経 二日町村清右衛門 八幡
ゟ
是迄六リ、廿二日雨降逗留、廿三日センタク休足、廿四日雨降、同村弥次右衛門殿泊リ、
廿五日大雨降休候、廿六日向小田良村兵部様
　
御番所壱リ坂、濃州峠越前国境也、壱リ下リ市野村ニ御番所有リ、
上半原村三郎左衛門殿泊リ、廿七日土用 入休 長谷 三郎左衛門 御休候、尤 元ハ八十八夜迄籾種ヲコクナリト被申候、廿八日下半原村・箱瀬村・持穴 ・大谷村・野尻 新郷村大川カチ渡リ 十六文也、安右衛門殿泊リ、ワランジ壱足報謝、廿九日二 峠、駄賃銭八十三文、二リ分上、 納 市兵衛殿泊 三月朔日辰 三坂峠雪五尺
近世六十六部廻国聖日記―安房国長狭郡平塚村高梨吉左衛門の記録からー
　　
菅根
　
菅谷
一五
余有リ、シツトノ瀬大蛇ノスム渕有リ、若王子村日本一之壱本橋、水
ゟ上丈五尺有リ、三坂峠四リ半、ワガウシ
ゟ
森山村迄壱リ半、奥兵衛殿泊リ、二日逗留七リノ内、上落弐百七拾六文ニ而通ル、ワランジ報謝、三日天気吉、種み付所也、木本村川カチ渡リ、土橋郡土井岩之助様四万石城下、美濃国郡上是迄弐拾里町下ニ薪井村助左衛門殿泊リ、本町与右衛門殿飯報謝、四日逗留、五日雨降同断、六日同断、七日天気吉、下薪井村、蓬生村九右衛門殿泊リ、八日大風吹、比嶋村弥右衛門殿泊リ、九日逗留仕候、勝山町小笠原飛騨守弐万三千石大川向ニ有リ、大野
ゟ是迄四
リ、十 中嶋村
ゟ舟渡し、白山権現迄二リ納経、宝物多シ、阿上御前様・親鸞上人様ノ御形有リ、楠太門兵衛正
重（ママ）
公御方有リ、十一日篠田村橋有リ、大川通リ中嶋村・清水村・山王村法花宗、橋嶋村源四郎泊リ三リ、十二日八十八夜、野中村・光明寺 ・古市 壱リ半、是
ゟ左リ永平寺道、寺本村久右衛門殿泊リ、笈ヲ置、永平寺納経名
ボダイ一舟観音血脈請 古市
ゟ壱リ半、久右衛門所迄帰ル、十三日舞坂下吉野村・丸山村大神宮泊リ、福井町三拾
万石越前守様百間橋半分石坂也 神宮町センカウ壱把・銭弐文・昼飯被下候、次蝋
足（ママ）
屋甚右衛門殿、十四日雨降、
渕村市右衛門殿泊リ、十五 朝宮 大川舟渡し 田尻・栃谷村弥惣兵衛殿泊 弐リ 十六 雨降休、十七日同断、十八日丹生郡嶋寺村金太夫殿泊 太八殿・清七 昼飯被下候、十九日大風吹、杉谷村・三冨村修行、廿日大雨降休候、廿一日風巻村・小羽村 天下村修行 廿二日雨降休申候 廿三日真栗村・在田村妙巌寺様泊リ 廿四 修行廿五日乙坂村・ 村大川引舟有 田 庄兵衛泊リ、廿六日修行 七 休 廿八日薬師様御齋被下候 九日大雨降、當村十兵衛殿ワランジ報謝逗留、尤天下御代官所晦日大雨降休、 月大朔日戌、 休 二日清天気 比庄村・下川去村源五郎殿泊リ、三日同断 四日持明寺 ・藤間村・野田村権右 門殿泊リ、五日本庄 、播磨屋忠次郎殿泊リ、笈ヲ置府中国分寺納経仕候、福井御家老弐万五千石本田倉之助様家敷有リ、福井迄 リ、六日雨降逗留仕候、七日羽栗村源右衛門殿泊リ、八日嶋寺 次郎兵衛殿泊リ、九 天気能田植候 逗留也 十 杉谷村・田尻村・朝宮村舟渡し、洲 喜惣右衛門 泊リ、十 日 庚申 十二日洲 市 雨降也、十三日雨降
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休候、十四日休、十五日福井中町油屋五兵衛殿、油五貫報謝、當町紙や小兵衛殿センかう弐把、當町漆や五兵衛殿ワランジ報謝、槙野嶋村白山堂ニ泊リ雨降、十六日森田村ニ大川四拾八舟ノ舟橋有リ、高野村・坂井郡左寄安村ニシンラン上人指置たまふツゲノ堂有リ、長崎村新田義貞公之御像堂有リ、足旨村・上関村次郎兵衛殿泊リ、十七日丸岡有間左衛門丞様五万石城下有リ、四 金津町・細呂木村、越前守番所有リ、坂口村蓮如上人左リ吉崎村旧跡有リ、蓮如坂横村越前賀加国境也、大正寺町七万石松平備後守領内 十八日朝カミナリ雨降也、ハタコ町彦兵衛殿木銭廿五文、無染房様山中村湯屋有リ 江州・越前
ゟ諸病湯治有之候、国分寺納経、當町田中屋四平殿泊リ、木銭
十五文三リ、十九日壱リ下リ橋渡リ、右へ行、山代村出湯有リ、野谷観音納経三リ、岩堀所也、當 太兵衛殿泊り、廿日今井村多田八幡實盛ノ鐘有 、 左ニ篠原合戦之場所連勢之シツヅミ斉藤別當サ子モリノ首新
（洗力）
井ノ池ハカ所有リ、
小松野・長野田村番小家ニ泊 四 廿一 寺井
ゟ左リ手取川舟渡し四文出シ申候、鶴来村秋田屋又兵衛殿泊リ、
木銭廿文出、四リ半、廿二日白山納経、戸ヵ瀬城爰也、金沢城松平加賀守百弐拾万石也、泉町越中屋甚兵衛殿泊リ、木銭三拾文出候 廿三日斉川橋・浅 川橋 御城右 砥屋町九兵衛殿十文、加福郡、廿四日津畑町七郎兵衛朝飯仕度也、是迠四リ、是
ゟ右リ越中道、左リ能登道、野瀬村・左瀬村・鳫村・ウノケ村・砂原寄ノ口也、砂山弐
リ、高松町平右衛門殿泊 十六文、宿〆四リ半、廿五日今濱村加州・能州境也、羽
喰（ママ）
川舟渡し、一ノ宮国分寺納経、
神主仲太夫殿泊リ五リ也、廿六日芝垣村・大嶋村・壬生大納言様壬生村三役御免也、大橋渡リ、川尻 庄左衛門殿泊リ、木銭十六文三 七日安部屋町・ウワ野村・松戸村・福浦村大明神様泊リ、三 、廿八日四国阿波国冨岡町植松屋壽吉丸船頭源蔵殿朝飯ホウシヤ、舟修行舟かし被成候 白米 升・銭三十文 之候 ヒツミ村・葉喰郡戸阜町砂原有リ、谷釜村十三郎 泊リ二リ半 晦 大福寺 深谷 大坂有リ 釼地町権之助殿泊リ三リ、五月小朔日辰、赤神・藤濱・黒嶋・道下・寺口村・舘村紙屋勘兵衛殿泊リ、油報謝 藤次郎殿二 半 日本禅宗惣持寺納経、二日惣持寺大和尚様
ゟ
血脈相傳仕候、薪神様之御影一福也、能野屋村善右衛門殿泊リ二リ、三日別所村・穴水町・
近世六十六部廻国聖日記―安房国長狭郡平塚村高梨吉左衛門の記録からー
　　
菅根
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一七
ワ嶋濱・弟崎浦・志賀浦三吉殿泊リ四リ、四日根本・鹿嶋・横見・外嶋・上町八兵衛殿泊リ三リ、五日中嶋・大津田・鶴濱賄屋善兵衛殿泊リ三リ、六日所口町増田屋センカウ昼飯、上道屋銭廿弐文、若松屋白米 合加藤や味噌報謝、明神泊リ、七日光福寺朝飯ホウシヤ、フルコ村九左衛門殿泊リ、府古村右道山、左リ道二ノ宮迠二リ八丁、左リ道道五十丁普門院様泊リ、同寺ワランジホウシヤ、能州・越中境也、九日越中国大窪村、氷郡八代村八代大明神神主高沢河内様泊リ三リ、十日青濱葉嶋村・氷見町和泉屋六郎右衛門白米三合、朝日山上日寺真言宗観音堂ニ泊リ壱リ、六郎右衛門内義きやハン仕立ホウシヤ也 十一日大田村、其
ゟ濱山道、伏木村一ノ宮・国分寺納経、大川舟
渡し、六道寺町川前ニ府古正光寺
新（ママ）
宗大寺有リ、放生津町鷲塚屋兵三郎殿泊リ四リ半、十二日休足仕候、十三日
修行仕候 十四日海老井村石松殿泊リ二 十五日足洗村・余方町・西岩瀬村糠屋傳右衛門殿二リ、十六日六十四舟渡し、松平出雲守拾万石城下有 、冨山反魂丹松井屋源右衛門本家有リ三リ、深谷稲荷町市兵衛殿泊リ 文宿雨フル、十七日雨フル休足、十七
ゟ六月節十八日かミなり雨、當町米屋八右衛門殿香壱把、十九日當町家中福田九
郎右衛門殿ワランジ報謝 廿日天気能、廿一日経堂村大川有 、日余ケ村・ 森 ・岩峅村四リ、山先達弐拾四ノ坊永泉坊ニ泊リ、足峅村三リ、藤橋迠弐リ 小金坂・材木坂・カムロ杉・美女杉・草谷休足、室 有 四リ、弥陀原堂迠五リ、一ノ宮・二ノ宮・三宮・四ノ宮・五ノ宮・奥ノ院・御前橋、 ハ不動明王 左ハ弥陀女来、中ハ役行者楊枝四方壱派目貫三ツ有リ、
賀（ママ）
加
守御紋梅鉢戸張有リ、五ノ宮
加（ママ）
々
守様寄進鐘有リ、室堂
ゟ
五十丁有リ、下山
百三十六地獄見物致し候、廿二日坊泊 三 ・四日山 廿四日奥院参詣仕候 廿五 岩峅坊泊リ 廿六日大雨降、稲荷町・深谷屋市兵衛 へ帰ル、山役銭七百文出シ候、廿七日新城町徳右衛門殿泊リ十五文 廿八 水橋村大川舟渡し、行川町川段有 大津町石垣屋彦兵衛殿泊リ、木銭十五文五 半、當町三右衛門ワランジ報シヤ、三日市町三リ四十八 瀬 落合黒部川ランカン橋三十二間水上六丈四尺、舟見町二リ泊リ、町二リ鍛冶清兵衛木銭ホウシヤ八リ半、前ニ大川有リ、土用〆六月小朔日 越中国境町境 有リ 朔日越後国玉木村天下御番所有リ、市振
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不親知外波村・哥村駒返しトテ北国難所也、あふミ川青海村太次右衛門殿泊リ五リ、津沢村糸魚川舟渡し、寺嶋村壱万石松平日向守様御知行所押上村川有、大和川ト云、太伏村・鍛冶屋敷村早川ト云 浦本 勘左衛門殿泊リ四リ、三日八窪村・木伏村・木野浦村・能生 ・木泊リ村・鈴シ村・百川村・藤崎村八年以前三リ山崩海へ打出シ加可守御普請道中山平切付候、山奥二・三丁程海中ノ石打上ケ候、波立町三左衛門殿泊リ十弐文、八時分雨フル四リ、四日小泊村家数七拾八軒、人数六百人余リ、有間村・長濱 五智女来、右ハ釈迦弥陀、左ハ宝珠
女（ママ）
来・薬師様、今町・
横町勝右衛門殿、高田拾五万石榊原式部様城下 リ五リ 五日土用ノ丑日、新川舟渡し 津志王丸掛大月橋杭有見信ノ城跡有リ、片町村右リ米山道 竹直村・桜村・米山村 水野 文右衛門泊リ八リ、六米山薬師参詣 十丁、上下十丁斗ノ下坂有リ、城脇村・墨岩村柏崎道十八丁行川渡リ、地蔵坂十二丁上リ一ノ瀬 通リ、女谷村友右衛門殿泊リ四リ、付木壱把ホウシヤ、七日野田 ・ビワ嶋村・田中村・半田村六郎左衛門殿センカウ壱把 六所明神泊四リ半、柏崎ト云 有、八日天気吉、春日村・橋場村川砂山有リ、下高町 ・上高町村・割村・大塚村・大坪 ・北野村妙法寺様、宮本村前ニ三リ峠 壱 前ニ弘法大師之加持ノ油土中
ゟ出ル、宮本村権太左衛門泊リ、千香壱把
キシン、日本一ノ花段也、六リ
　
九日白鳥村松休坊千香ホウシヤ、チクマ川舟渡し、長岡村七万五千石牧野駿河守、
安部宗建老様泊リ三リ、十日蔵王権現納経、十二丁下リ牧野川舟渡し、中村葭津川引舟有リ、与板町 本与板村清左衛門殿泊リ三リ半、十一日地蔵堂町壱リ行、国上寺ト云酒呑童子師道坊 寺、左リヘ八丁程山寺有、府本 寺泊リ村、右リ壱 半行弘智法印様寺有リ、弥彦権現・佐渡国正観音納経仕候、六リ八彦町橋
ゟ弐軒目十兵衛殿泊リ
十弐文、十二日清天、弘智法印納経 上下坂 八 町立帰リ候、四リ 瀬村右リ窪田 ・白鳥村・片頭村七兵衛殿泊リ、十三日和能町・高橋村・馬堀村・今井村・ウルシ山村・大原村・白根 前 舟渡 古 間右衛門殿泊リ是迠五 四 臼井村大川舟渡し 新津町末ニ大橋有 、カ原郡芝
（ママ）
田出雲守五万五千石知行所、栖目木村定七郎
イロリ角明火出ル、八丁行引舟有リ、草水津谷油出ル、殿様へ運上金弐百三拾七文上ル、金沢 吉兵衛殿泊リ三リ
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一九
半、十五日万願寺大川舟渡し、サガリ村・小川原村・水原町・天神村・山倉村甚右衛門殿泊りリ四リ、ワランジ壱足、十六日飯山村・形村・水原町・天王村・吉浦村、芝
（ママ）
田五万五千石出雲守城下・長畑ケ村大川有リ、大中嶋村関
川助市殿泊リ五リ、十七日竹嶋村・米子村乙大日
女（ママ）
来納経、釈迦女来之左リ御服有リ、百崎村平四郎殿泊リ五リ、
十八日新川舟渡し、庄屋村砂濱壱リ八丁、岩舟町・八日市村次五右衛門殿泊リ二リ、土用開キ申候、十九日大橋渡し、小川村宮下大川舟渡し、猿沢村次郎兵衛殿泊リ四リ、村上町五万石内藤紀伊守城下有リ、廿日庄野村大行新田村・上浦當村坂五ツ有リ、大沢 八兵衛殿泊リ五リ、廿一日中 ・新川中沼村・小又村、越後国・出羽国小名部村酒井左衛門様之御番所有リ 四万八千石庄内領分、當村長兵衛殿泊リ ワランジ壱足ホウシヤ 大坂四ツ四リ廿二日小國村・木野又村・阿津美川村・イケノ田村四ツ有リ、清八殿泊リ、木銭十四文、廿三日鬼坂上云坂有坂下村・町田川村・湯川村五ツ口湯屋入湯仕候 鶴岡拾四万 千石酒井左 門城下 七日町喜助 四 木銭三拾五文、町末ニ赤川有、梵字 トモ云、赤川村・三ツ橋 借屋村 新川 野原 ・羽黒山下峠町宝教坊様宅ニ附三リ、廿四日羽黒山若王子寺泊リ壱リ 廿五 月 参詣、廿六日湯殿山禅定仕候 是
ゟ中向町宝京様御宅迠立帰リ
候、廿七日休候、山役銭八百問出シ候、廿八日添 三 川 添津村 狩川西奥屋村
ゟ右リ鳥海山道有リ、南
野村利兵衛殿泊リ三リ、廿九日真和田手村・天留目新田 町屋アマ梅 油ホウシヤ五
夕（ママ）
太左衛門殿、新井堀村
茂神川舟渡し、大町 酒 町高橋彦左衛門殿泊リ 木銭三拾文出シ申候、七月大寅朔日、槙曽根 ・上曽根村・下安田村・石川村池田喜太郎殿昼休申候 瀬利田 大川 ワラビ鳥海山別当宝泉坊 、木銭廿五文、二日納経仕候、加野沢村・六日町・八 町・十 町 見拓寺 中山 宗左衛門殿泊リ四リ 三日吹浦酒井左衛門殿番所、切手代三拾五文出シ候、同女鹿番所弐拾文出候、壱リ四丁ノ岩石道内弘法大師之御堂 小砂村・大沼郷村七兵衛殿泊リ四リ、四日小瀧村六兵衛殿泊リ、木銭廿文 五日鳥海山参詣上下拾弐リ、上レハ左ニ平家之山ト云山有リ、右ニ権現石・伏鍋塚有、鳥海有リ、山参銭廿四文 山安内百文出シ候 六日大瀧 由利郡中野村禅宗快
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禅寺様泊リ、弐リ、七日生國之不動様之御祭礼故休足仕候、晴天也、八日立神村・平沢村四リ濱通リ、本
所（ママ）
町弐
万石六郷伊賀守領分也 是迠四リ、當町八兵衛殿泊リ五リ半、九日松谷崎町・亀田町弐万石岩城河内守 水川町孫助殿五リ、十日長濱町・中村
ゟ右リへ山道新屋村帰リ窪田大川舟渡し迠五リ、秋田弐拾五万石佐竹守御番所
ゟ押戻
帰候而新屋村清兵衛殿泊リ、十一 石田坂村次郎平殿泊リ壱リ、辰巳大風吹、十二 右同断逗留、十三日夜明方雨降、十四日盆歳仕候、宿
ゟ千香壱把・白米五合・銭十文ホウシヤ、十五日堂巻村ニ御番所有リ、川橋渡リ、前山村
カチ渡リ、墨瀬村川舟越し、片屋村・戸崎村・諸郷村金左衛門 四 、十六 坂本村川舟渡し、宮崎村・舟沢村其
ゟ壱リ坂有リ下リ大橋有リ、左リ舟岡道壱リ、四リ八丁有リ、舟岡村豊嶋氏長兵衛殿銭三百文・ワランジ壱足
ホウシヤ是ハ長
（ママ）
銭也、泊リ、十七日一ノ渡リ町迠壱リ八丁帰、境町・上余川町大橋有リ壱リ八丁、坂上下、吉川村・
狩橋野村、十弐文権右衛門殿・油五勺、新屋長四郎殿・當町喜三郎殿泊リ四 八丁 木銭廿文、十八日仙北郡半道寺村之内、土川村宝泉寺様泊リ壱リ、十九日夜明
ゟ大雨降小杉山村之内、杉沢村杢之助殿泊リ弐リ、廿日大川舟渡
し、角田野町・生保内町迠五里道人足壱人ニ而上箱為持宛送候町
ゟ里五文宛出候、生保内
ゟ弐里半所大坂三十弐文
町方
ゟ罷出罷追候、出羽国国見峠當町新兵衛殿泊 廿文、奥州国也、下リ三リ、廿一日橋場 宗兵衛殿泊リ、廿二
日上野村清十郎殿泊リ壱リ半、廿四日弐 行土橋渡リ南部岩手郡拾万石南部信濃守城下、是
ゟヲソレ山迠飛脚八日
地也、廿七ソウノ舟橋有 、津軽町三右衛門殿泊 壱リ半 森岡ト云城下也、廿五日郡山日詰町酒屋安部氏善四郎殿泊リ三リ、日（
虫
欠
）之五郎生国也、善四郎殿銭三文被下候、廿六五郎沼之池有リ、八幡村田中宗七郎殿昼飯被
下候、是ハ森
（ママ）
岡信濃守様之御鳥見役人也、宮野目村伊右衛門殿泊リ四リ、廿七日花巻町・墨沢町和川舟渡し、岡柳
町是
迠
南部領分也、相去町仙薹
奥（ママ）
守御番所有リ、次左衛門殿泊リ五リ、廿八日小吹村・金崎町伊沢川舟渡し、水
沢町庄右衛門殿泊リ 地頭伊達主
水（ママ）
守弐万石也、廿九日下川村次郎平殿泊リ壱リ半、晦日尾山村・前沢町壱リ峠
有リ、坂本村衣川橋渡 四丁程上リ中尊寺様江戸東エイ山末寺、サイタイ宗州坊東谷地蔵院様ニ、西塔武蔵坊弁
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慶之木像有リ、頼朝公之造立也、情
（ママ）
ハ七尺弐分、七ツ道具大小具足ヲ召シ川中ニ立往生之像也、衣川土橋
ゟ三丁程
水流し桜川ト落合候、八丁程下リ高館村才三郎殿泊リ、衣川上ニ駒峯ト云大山有リ、土佐坊天句
（ママ）
ニ成リ住居仕給ふ
也、昔シ鬼神メシシ断
（達谷カ）
国カ岩屋有也、四リ半、八月小朔日申、山野目村・一ノ関町三万石田村隠岐守、半道行左リ
山道里也、風巻村小屋熊右衛門殿泊リ六リ 二日和久津町弐リ野地也、石野森村紺屋新右衛門殿泊リ三リ夜雨降也、休申候、四日雨降逗留仕候、五日天気吉、出立 石ノ森町百五拾貫文笠原長次郎殿領分、當町長井屋市之丞殿千香壱把、墨沼村・登米町弐万石伊達政五郎領分 是ハ
奥
（陸奥カ）
様兄弟也、大川舟渡し、北上川ト云、黄牛村市左衛門殿泊
リ四リ半 町
ゟ左リ道、六日横山不動様参詣仕候、弘法師之御作座像、是迠弐リ、柳津町三千石布施清五郎様領分
也、虚空蔵菩薩納経 大雨降也、町末観音庵ニ 、七日
ゟ彼岸ニ入雨降也、山田村・山野崎村・成田村四兵衛
殿泊リ三リ、八日雨降休候、九日飯野川村・賀野間田川舟渡し四文出し候、大風吹〔
虫
欠
〕境屋敷村重右衛門殿泊リ、
十日中日石巻奥
（ママ）
陸様之御番所・御舟所大川舟渡し、湊町御米蔵有リ、南町五三郎殿笈ヲ置、金花山参リ候也、是
ゟ
十弐リ渡波町大入海舟渡し壱リ半野地也、蛤濱村・桃浦村善九郎殿泊リ、十一日扇濱村・小泉村坂壱リ、小網倉村・大原村・給分村・空成村右ニ小渕と云濱有リ 相 峠越し 山鳥村金花山之舟越 之舟頭居宅有リ、十八文ニ而泊リ、五十丁海陸四十八文運賃也 十二日桃浦村長兵衛殿泊 十三日笈ヲ置候所へ立帰リ 五三郎殿泊リ十四日雨降逗留、十五 右同断 十六日同断、十七 天気矢本村千次 泊リ 木銭廿文・米代八文三 、十八日尾野町大川舟渡し、源谷郡堤村・高城町松五大明王納経 天堂庵別当様泊リ、松嶋前アタゴ山
ゟ
嶋々見ル也、六リ、
十九日尾暁村坂上リ下リ、塩釜三社明神納経仕候、當町六十郎殿泊リ、木銭十五文也 神供飯一丁袋入仕候、弐リ半、廿日市川村・南宮村土橋有リ、岩切村大橋有リ、今町村・原 村石仏地蔵有リ、左 国分寺道・右 城下道国分寺納経、御城下川原町佐藤屋権
廿文ホウシヤ
平殿泊リ五リ、松平奥
（ママ）
陸守六五万石之城下ニ廿日・廿一日・廿二日・廿三日雨
天気故逗留也、廿四日出立仕候 かぎ取村佐助殿泊 壱 半 十文木銭 廿五日茂庭村・赤岩村大川有リ、川越銭
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十五文、小野村太兵衛殿泊リ四リ、廿六日小野町・川崎町・野城町大橋渡リ、古関村家二三軒有、其
ゟ
野地坂也、
笹屋町奥州之境御番所、秋葉屋四兵衛殿泊リ六リ、弐拾五文木銭、米壱合五文、雨天気三晩泊リ、廿九日壱リ半上リ奥州境、出羽関根村壱リ半、鶴沢村門兵衛殿泊リ四リ、九月小丑ノ朔日、妙見寺村・山形村、国分寺・鳥海・月山両所、是ハ金賣吉次郎信高ノ宮トモ云也、国分寺町文学院様泊リ壱リ半、六万石松平和泉守城下有リ、二日當町之内、五日市町附木屋ワランジ壱足付木弐羽報謝 吉原村・松原村番所有 、上ノ山町土湯旅人皆々入湯仕候、下関根村甚右衛門殿泊リ六リ 三日上関根村・奈良木村・金山 不動坂ト云坂 リ 明王様之御立有、茶屋有リ、出羽・奥州境也、目加波新田村・湯ノ原村奥様之番所有リ、當町傳十郎殿泊リ リ、木銭十八文、四日峠田 ・なめ津村・関村文四郎殿泊リ四リ 五日新田 ・唐町村・渡瀬村土橋渡 、峠坂 飛不動明王有リ 下戸沢 上戸沢村其
ゟ小坂峠壱リ半、小坂町喜左衛門殿泊リ木銭十五文六リ、六日御免町村・郡町六万石天下御代官所有リ、瀬上
町・本内村木口伊豆守泊リ四リ、当 庄 高橋甚助殿泊リ、雨天故七日・八 九日志信里御代官所庄屋様ニ而節句餅振舞也、十日松川カチ渡 、五十邊 ・福嶋 万石板倉内膳頭城下 頭
（須賀カ）
加川舟渡し伏拝村坂有、根子村・若宮
村・八丁目町甚左衛門泊リ木銭廿文五 、十一日弐本柳 油井町 福岡 弐本松拾万石二
（丹波カ）
羽若狭守城下リ、大師
ノ茶屋
ゟ左リ足立郡高越村三右衛門泊リ三リ、十二雨降休申候、ワランジ壱足ホウシヤ、十三日正法寺村・杉田村・
本宮遊女町・新田村・高倉村 梅沢村善八郎殿泊 四リ、十四日（
虫
欠
）和田村・福原町・窪田町・郡山遊女町有リ、
小原田村・火出山村・笹川村・滑川村久右衛門殿泊リ五 、ワランジ報謝 十五日土橋渡リ下宿町 釈賀堂村・須賀川町・馬沢宿・笠石村・久来石 矢吹 町村會田氏勘左衛門殿泊リ四リ、十六日新田
ゟ右リハ白川・江戸道、
左リ常陸・八溝・佐竹道、壱リ野地、中畑村壱リ野地 二子塚村・川原田村・馬沢大川渡 野地有リ、釜野子村真言宗正福寺様泊リ三リ、右リ白川道、拾五万石松平越中守城下三リ、棚倉五万石小笠原土丸殿弐リ半 十七 當町未
ゟ八溝道右リ畑中村伊兵衛殿泊リ、大風吹雷降也、是迠十八丁、十八日深渡戸村・小構村・冨岡村大川渡リ、笹
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二三
目村正宝院様泊リ三リ、十九日五リノ坂峠、坂中ニ弘法大師ノ護摩段ノ岩屋加持水有リ、峠ニ三王権現立給ふ、奥州・常陸・上野ノ境也、八溝山坂東廿一番九月十九日納経、奥州五拾八日ニ札打仕舞、常州へ罷越し別當日輪寺泊リ五リ来リ候、大雨降也、奥州江戸道新田
ゟ八溝山迠十二リ、廿日山ノ内壱リ下リ道印有リ、下野国那須城下迠七
リ、蛇見寺村・上ノ宮村・北ノ原村庄左衛門殿泊リ木銭報謝三リ、廿一日墨沢村・下ノ宮近津大明神立給ふ、當村庄屋源右衛門殿昼飯、大川舟渡し 文 坂越、大生瀬村・堀ノ内村伊惣次殿泊リ四リ、小生瀬村高倉村・畑ヶ中村、廿二日重兵衛殿泊リ、十月節廿三日関宿孫イハイ餅振舞、廿四日天下野中染村・国安村四郎兵衛殿泊り四 廿五日和田村佐竹寺納経、公
（久慈カ）
士川舟渡し、磯崎村銀右衛門殿泊り四リ、八溝佐竹ノ間十八リ、廿六日三日月上人ノ寺六
夜待有リ、瓜蓮村ト云、下江戸村中 下悪津村・石塚村薬師有、青山村源兵衛殿三リ、水戸三十五万石城下有、廿七日古町村・大橋村、水 領笠間境也、福田 いばらき郡笠間八万三千石牧野備後守城下 當町宇兵衛殿泊リ、木銭十六文、廿八日観音案内銭三拾弐文城内ニ有 佐竹是迄八リ、下箱田村・上箱田村・佛坂、常州下野境也、小野近道左リ深沢村平右 門殿泊 リ、 九 壱リ坂 大羽村 番西明寺納経仕候、壱リ行、山本村元右衛門殿泊リ三リ、十月大午朔 、界村 野州境常陸飯田村・本岩瀬村・大田村雨引観音 、上リ坂九丁 大曽根村平内殿泊リ三リ、二日真賀部 ・山田 椎尾山薬師納経、坂寄村七左衛門殿泊リ三リ半 三日筑波山廿五番納経、弐リ五十丁登 男躰八丁合 女躰様八丁程 正傳佛廿合 々ノ名所・古跡 岩屋方々有リ 五十丁下リ、神部村桜井庄左衛門殿 五リ 四日北條 ・小田町 泉成寺 薬師寺詣 廿六番納経 三 半道帰 、沢部村庄屋儀左衛門殿泊リ、五日大雨降逗留仕候、六日 谷村・土田町・市川村大橋有 府中国分寺納経 道帰リ、野寺村太郎兵衛殿泊リ、木銭ホウシヤ、 土田 今市町・中貫 土浦十万石土屋相模守城下志田郡奥守五千石知行吉田氏、竹来 久右衛門殿泊 五リ 八 木原一ノ宮納メ 崎十八旦林納経、当町湯屋喜兵衛殿泊 木銭ホウシヤ三リノ半、九日大雨降逗留、十日町下入海舟渡し宮 村熊野権現納経、観音参詣仕候、幸 引舟有リ
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常陸国境也、
　
下総国香取郡橋向村医者源内様泊り三リ半、十一日清久村与惣右衛門殿千香壱羽報謝、平川村・金
江津村戸根川舟渡し、滑川村廿八番札所納経、西大須賀村新右衛門泊り弐リ半、十二下総国海老川村・足田村・新妻村成田不動様納経、西須賀村新右衛門殿迄立帰り候、上下六リ、十三日源田村左り大杉道、橋渡リ香取道、並木村・大戸川村・森戸・岩ヵ崎村七右衛門殿泊リ四リ、十四日佐原町・香取大明神納経壱リ、津宮迄十八丁、其
ゟ壱
リ八丁舟ニ乗、六十四文常陸国板
（ママ）
子町ニ附、遊女町津田屋安兵衛白米五合報謝、延方村清左衛門殿泊リ三リ、十五
日舟越地蔵
ゟ壱リ舟ニ乗リ大舟津村へ附、運賃十弐文壱リ、鹿嶋明神納経、要石見物、其
ゟ久野越村万右衛門殿白
米五合報謝、下二木村八右衛門殿泊リ弐リ半、庚申也、十六日深崎村浮
（息相カ）
洲明神納メ、鳥井前拾間斗リ海男亀女亀ト
テ二ツ亀有リ、其
ゟ
壱リ八丁川舟ニ乗ル、十六文也、小見川ニ付、内田出雲守之城下
拾（ママ）
万石、笹川村・新宿村真
言宗壽命院様泊 四リ半、小見川
ゟ下総国香取郡也、十七日野尻村・銚子本所平野や喜兵衛殿泊リ四リ、七万五千
石松平左京大補 領分、夜 時分地志ん小風吹也、十八日飯沼観音納経、十九日雨降銚子 本所喜兵衛殿逗留也廿日飯沼観音
ゟ弐リ帰リ、芝崎村・花輪村・忍坂村・三川村・網戸村浄土宗弘願寺様泊リ四リ、當寺和尚様ニ半紙
壱杯・千香壱把被下候、廿一日大田町・井殿
ゟ右江戸道、左リ上総道、永井村・野手村与惣兵衛殿泊リ三リ、濱
通リハ銚子町・戸川町・飯岡濱村・三川濱 海上ト云猟濱 廿二 今泉村・木戸村タリ、舟有大川下総境也、上総国屋形村濱網方衆藤 衛門殿泊リ三リ、蓮沼村・本須賀村・作田 四郎兵衛 三 山邊郡廿四日村末川有、一ノ宮迄七リ法花宗、形貝村・青村記州湯浅人重次郎殿泊リ壱リ半 廿五日濱宿村・観音橋・中里村・一ッ松村宮原村鍛冶屋吉兵衛殿泊リ四リ、是迄七リ法花也、廿六日一ノ宮町中橋有リ 勝見町川有リ、 谷村・猿袋村・長石村・坂本村高貫忠右 門殿泊リ三リ、廿 宿ニ笈ヲ置、長南町・新町
ゟ
左リ三途台除地
女（ママ）
来拝、其外笠森観
音納経、忠右衛門殿迄立帰リ候逗留也、壱リ八丁上下 廿八日
休（ママ）
田村・芝原村・上郷村・市野々村次兵衛殿泊リ、
三リ半廿九日大風雨故逗留也、晦 熊岩村番田村大川引角有 加茂根村清水寺観音納経 其外十二丁山道、夷隅郡
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高谷村善能寺様泊リ弐リ、
　
十一月朔日、長志村・布施村新兵衛殿泊リ壱リ、二日
恩（御カ）
宿村・部原村・勝浦村・串濱村・
植野町吉野屋左五右衛門殿泊リ四リ、當町一文字屋金兵衛殿千香壱把報謝也、左五右衛門殿内義頭巾壱ッ被下候、三日台宿菊屋有リ市谷坂上総房州境也、日蓮上人岩屋有リ、小湊村新道半道坂有リ 天津村大川舟渡し、引土村勘兵衛殿泊リ三リ半、四日平塚村へ附越年仕候、宝暦五年
乙
亥
ノ三月十六日国本出立仕候、上総国へ入房州梅田坂上下壱リ、
小倉村・中倉村・御代原村・関村御馬次所、関尻村十六日清右衛門殿泊リ弐リ、十七日鬼泪坂登リ鹿野山参詣仕候、釜滝川渡リ深井村弥右衛門殿泊リ三リ半、十八日逗留仕候、十九日根本村・高倉迄 リ 野地也、観音開帳也、其外壱リ余野地、吉野田 ・横田村大川舟渡し、当村半左衛門殿泊リ三 岩井村・小曾根村其外野地也、椎津新田・姉ヶ崎今津村大川舟渡し、五位
（カ）
村七郎右衛門殿泊リ町中也、廿日四リ、廿一日御所村・八幡村上総国村田川舟渡シ、
下総国濱野村法花宗、曽我野 ・五反保 ・千葉郡寒川村・登戸村濱廻リ壱リ余 ケミ川町・マクワリ村大日堂泊リ五リ半、夜ニ入雨降也 廿二日八十八夜、サギ沼村・空田 舟橋町海神村・栗原村・二子 中山法花宗有リ、鬼越村・八幡村・平田 ・市川町下総国市川舟渡シ、武蔵国カサイ領小岩 ・小松川村五郎左衛門殿泊リ五リ、青遠江守様内平助殿銭十弐文被下候 廿 日中川舟渡シ、本條通リ両国橋渡 八丁堀 房州や太郎兵衛 、廿四日ニ深川八幡参詣 信濃国九頭龍権現開帳拝候 本材木町・ウラ町・新右衛門 越後屋久七郎殿泊リ、 弐ハキシン、廿五日休足、廿六日新右衛門町
ゟ出ル、江戸橋・境町・浅草町御蔵前なり、小塚原仕置場大橋有リ、千住
町・嶋根村・ホキマ 水神ヶ池加茂重左衛門殿泊リ六リ 廿七日脇加 町・真栗村・粕かべ町・ツゝム祢 孫四郎殿泊リ五リ、廿八日杉戸町壱リ半、幸手壱リ半 栗橋へ弐 三丁、坂東太郎川舟渡シ 仙台奥
（ママ）
陸守様江戸御上リ
御同勢七百人御登城也、中田町へ 堤根 ニ而十弐文被下候、下総国葛飾 茶屋 田村伝十郎 、廿九日古河町壱リ半、五万石本
田（多カ）
美濃守様城下、大町表具屋太兵衛殿ワランジ壱足、野木町入口下総国・下野国都加
郡野木町次左衛門殿千香報謝、十六丁間々田町二リ、小山 壱リ廿四丁、當町清吉殿泊 、夜ニ入雨降、四月大辰
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朔日雨降休足、二日木田茶屋也、右リ奥州道、左リハ日光道頭形見川渡リ、飯塚
ゟ右リ薬
（ママ）
村国分寺村薬師納経、西
方惣社室ノ八崎正一位大明神、前ニ小倉ト云大川有リ、壬生城下三万石鳥
（ママ）
井伊賀守、当町黒川根七兵衛殿泊リ四リ
半、木銭ホウシヤ、三日黒川渡リ野地ナリ、河内郡鶴田村茂助殿泊リ四リ半、四日壱リ半野地ナリ、大谷村十九番観音納経、其外野道、タゲ村・新里村坂野道也 楮ノ倉村・水戸領磯部村八左衛門殿昼飯報謝也、是迄野地三リ、楮ノ倉
ゟ坂本巡礼ナキ原三リ、吉沢村甚兵衛殿泊リ道法リ七リ半、〇五日ニ今市町・瀬野町・野口七リ宿筋替橋
　
御番所、岐坊町・御幸町石屋町此下之内、吉田 吉右衛門殿泊リ三 木銭廿四文、安内銭四十八文其外
　　
公方
様御成橋、本シフヌリ日光山東照権現奉拝候 難筆紙直候 六日ニ本町
ゟ先キシヤツカソ道有リ、ソタ橋有リ、大
日
女（ママ）
来千仏堂ニ有リ、清瀧ノ観音坂東廿番女人順礼其外帰ル也、其外右リ中善寺道、右ニウラミノ瀧有リ、駒帰
シト云所茶や四五軒有リ、大川登リクダ橋五ツ有リ、壱里ノ仮地蔵坂・不動坂上 、平地也、左 ケゴンガ瀧ト云所有リ、中善寺水海横壱リ、観音様権現拝候、納経仕、其外御幸町吉田や吉右衛門へ立帰リ支度致し、吉沢村甚兵衛殿立帰り候十リ弐三丁 七日御成海道並木出ル 板橋町・文挟町大川橋渡リ鹿沼町 上殿村孫七郎殿泊り五 半、イツル道右り権兵衛殿ワラジホウ ヤ 八 塩 村御足川南一列大師川トモ云水なし、粟野村酒屋左兵衛殿
千（ママ）
香
報謝、粕尾村川渡
リ
壱リ坂、長野村川渡リ壱リ坂出流山観音納経、津賀郡羽鶴村又市殿泊リ六リ半、右リ坂有リ九
ツ半千場村・舟橋村万躰仏有リ、葛生町未
ゟ左リ岩舟道坂九リ、峠切貫普請、葛生町願主久兵衛与申人仕候、坂下
小野寺村慈
学（ママ）
大師産生寺宮村・三谷村坂有リ岩舟地蔵納経仕候、坂下リ右リ新坂村七郎右衛門殿泊リ五リ半、大
師村・佐野町・並木町未
ゟ右リ足利道・左ハ大田道、川崎村坂東次郎川舟渡シ梁田村・塩タレ村左次兵衛此村弘法
大師之祭たまふ塩出ル井戸有、正光寺ト云寺有リ五リ十一日 木村・堀込村下野国土橋泊リ、
　
上野国矢場村新田
郡大田宿八丁北へ行、旦林新田義重公之菩提寺納経仕候知行三百石也、烏山村左右衛門殿泊 大光院与申候四リ、十二日 原町・山 神 ・国貞村・赤込村五め丑村・飯土井村忠右衛門殿泊リ五リ十三日二ノ宮・ 橋拾五万石松
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平大和守様城下・大渡リ村源兵衛殿ワラジ壱足戸根川舟渡リ本惣社村・国分寺納経引間村足門村義右衛門殿泊リ五リ十八丁、十四日美濃輪町ニ笈を置白岩観音納経壱リ上下、東秋屋村善六殿泊リ四リ、十五日軍
（ママ）
广郡柏木沢村油屋
喜八郎殿油入次第報謝、雨降也、水沢十六番打仕舞也、潟川尾町長五郎殿泊リ、木銭廿四文、三リ八丁、十六日雨降弐リ半峠上下、榛名山権現納ス、新家村次郎助殿泊リ四リ半、群馬郡分、十七日千香壱把、カラス川渡リ スクムモ川・安中町有リ 弐万石板倉佐 守城下、町中
ゟ左リ碓氷川橋渡リ中野谷村武左衛門殿泊リ六リ半、十八日一
ノ宮納経壱リ、妙義山参詣三リ、忠八郎殿證初尾十弐銭参リ十弐文ニ而御守リ請申候、かミなり大雨降申候、御介掛村安左衛門殿泊リ五ツ、十九日横川村御番所川橋渡リ、原町・坂本宿弐リ、其外大坂三リ也 上州碓氷峠・信州佐久郡軽沢町沓掛宿善之丞木銭 四文七リ 廿日追分宿此所ニ浅間納経仕候、御蔵三リ、是迄壱 三丁、小諸宿ヘ三リ、追分町未
ゟ右ハ京海道、左リハ善光寺道、風橋田村直右衛門殿泊リ六リ、宿六右衛門殿ワランジ壱足、廿一
日本海野町・大谷神賀川橋渡 、右リ国分寺納経、其外上田町五万八千石松平伊賀守城 當町米屋清兵衛殿油報謝、嵐町・金井村三郎兵 殿泊 六 、廿二日玄
（ママ）
古切多葉粉名物、四ツ谷村・坂本宿・小崎村・矢代宿・筑
（ママ）
广川引
舟、追分・丹波崎二瀬切レ引舟なり、善光寺納経 雨降 東門久右衛門殿泊リ十リ、廿三日新安村横棚ニ頼朝公之岩屋笈有リ其
ゟ野道也、中院右リ戸隠奥院権現納経、善光寺へ立帰リ申候、木銭十六文、廿四日大川渡リ追分
ゟ右
リ京道、左リ日光山道、塩崎村荷稲町大和屋幸助殿油報謝入次第也、当町弥惣治殿千香壱把、同町新四郎殿ワランジ壱足、石屋孫左衛門殿銭十弐文被下候、桑原村福壽院法印殿泊 四リ半、善光寺川向 真田豊松様拾万石城下右廿五日猿留場池有リ、峠三リ、市川 浅沼町碓氷九太夫殿白米五合報謝 麻濱町泊 、青柳村・法
橋キヤウ
村・
乱ミタレ
橋村
清右衛門殿泊リ六リ、廿六日立峠壱リ、会田宿・板場村・反
ソリ
町村・苅谷原宿、峠上下壱リ半、岡田宿、當村太兵衛
殿泊リ四リ、廿七日筑摩郡松本七万石松平丹後守城下 出川町・平田村・村井宿・野村新田 右リハ京・伊勢道、左リハ一ノ宮道 塩尻宿訪
（ママ）
諏峠弐リ、訪
（ママ）
諏郡今井村甚右衛門殿泊リ八リ、内義様白米三合ホウシヤ、廿八日米堀町
千葉経済論叢
　
第
56号
二八
下ノ諏方明神納経也、壱リ、高木村諏方城下三万弐千石諏方因幡守、當町賄屋茂右衛門殿昼食報謝、同町古田与市殿白米三合被下候、上ノ諏訪明神納経四リ、所願成就、皆令満足、六親眷属七世父母乃至、法界平等利益、両社前水海有、宝暦二壬申正月国納メ、三月五日出立 同年乙亥四月廿八日信州上ノ諏訪明神様ニ而納経仕舞候、六十才切リ成就仕者也、一ノ宮又左衛門泊リ、廿九 知野村・木舟村・金沢宿・郷戸村壱リ余野地有リ、杤木村・机村清七郎殿泊リ、入梅へ五リ半、晦日雨降逗留仕候、五月小戌朔日、雨降也、上津田宿・下津田村、大橋泊リ、信州境甲州
　　
御番所、巨摩郡往来石宿、島原村・白頭
ス
宿・大川原宿・三沢村・牧野原経宗也、宮ノ脇村三七郎殿泊リ五
リ半、御代官所也、二日上
葛ツヅラ
井村・祖母石村・西岩下村・川原部宿・岩下問屋源助殿ワランジ壱足被下候、宇津
ノ谷村・志田村・下今井村弥左衛門殿泊リ四リ、三ツ龍王・下川原村たばこノ名物、上石田村・新町・府中城下、天下御代官御番衆、善光寺・和戸村・井沢宿・八田村絹屋勘兵衛様泊リ四リ、川中嶋村・栗原村・勝沼宿、柏尾山薬師女来納経、鶴瀬村・駒飼村 笹越峠登 リ二リ、追分村平蔵殿 日晩泊 六リ半、五日節句、鶴郡・郡内領ニ而仕候、黒野田宿・白野村・花咲宿・大月宿、大キ成掛橋有リ、猿橋宿日本一猿橋有 橋
ゟ下五丈、水ノ上青
渕也、鳥沢宿弥惣次殿泊リ六リ、六日天神坂峠弐リ 駿河国富士山未申ノ方ニ見る 都留郡犬目 大野 野田尻宿・大椚村・鶴川村川渡リ、上野原御代官所山本平八郎殿支配 諏訪 川邊ニ御番所、甲州境相州小橋泊リ小渕村・藤野村、小猿橋与云橋有リ、
